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２００５ＪＴＵジャパンポイントランキングシステムについて 

 
標記の件について、（社）日本トライアスロン連合では、２００５年度より新システムを下記のように

定める。 
 
１． ポイント大会レベル 
大会レベルを４段階に区分し、よりハイグレードなシステムで年間チャンピオンを決定する。 
 
  （Ａ）日本選手権・ワールドカップ 
     ・日本選手権東京港大会（10/23）     ・ＩＴＵワールドカップ石垣島大会（5/15） 
 
  （Ｂ）ＩＴＵインターナショナルイベント 

・幕張大会（6／12）                ・七ヶ浜大会（7／10） 
・和歌山大会（6／19）          ・村上大会（9／25） 
・天草大会（6／26）             

 
  （Ｃ）ＪＴＵ主催大会 
     ・2005アイアンマンジャパントライアスロン五島長崎（5／22） 
     ・昭和記念公園トライアスロン大会（7 ／3） 
     ・ひわさうみがめトライアスロン（7／17） 
     ・日本ジュニアトライアスロン選手権長良川大会（7／31） 

・日本ロングディスタンス・トライアスロン選手権佐渡大会（9／4） 
・2005日本学生トライアスロン選手権（9／4） 

     ・ＪＴＵスーパースプリントトライアスロン銚子マリーナ大会（10／2） 
 
  （Ｄ）ＪＴＵブロック選手権 
     北海道、東北、関東、東京、東海、北陸、近畿、中国、四国、九州沖縄 
 
２． ポイントテーブル（ベースポイント；表１） 

 ＬＥＶＥＬ Ａ ＬＥＶＥＬ Ｂ ＬＥＶＥＬ Ｃ ＬＥＶＥＬ Ｄ 
１ １２０ １００ ６０ ２５ 
２ １１０ ９２ ５４ ２０ 
３ １００ ８４ ４８ １５ 
４ ９０ ７６ ４２  
５ ８０ ６８ ３６  
６ ７０ ６０ ３０  
７ ６０ ５２ ２４  
８ ５０ ４４ １８  
９ ４０ ３６   
１０ ３０ ２８   
１１ ２５    
１２ ２０    
１３ １５    
１４ １０    
１５ ５    



 
３． ＱＦ（Quality Field）係数 
各大会最大２０％がベースポイント（表１参照）に乗じて加算される。 
１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
0.06 0.05 0.04 0.03 0.02 

 
 
４． カウントされる大会数 
最大５大会までの獲得ポイントでジャパンランキングが争われる。 

 
 
５． カットオフルール 
男子はトップフィニッシュタイムから５％以内、女子は８％以内でフィニッシュした選手にポイント

が加算される。 
 
 
６． 年間トップ３の表彰について 
ジャパンランキングトップ３には、強化費が支給される。 
年間チャンピオンの選手には、2006年アジア選手権の出場資格が付与される。 

 
 
７． 日本選手権出場資格について 
２００５年１０月２日時点のジャパンポイントランキングで、上位２０名の選手には、2005 年日本
選手権東京港大会（10／23開催）の出場資格が付与される。 


